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　連絡先：０３－３４５１－２４２５
建材アルミ部会第７回総会が開催された！
　昨年活動を再開した建材アルミ部会は、１０月５日午後、岐阜県・長良川温泉の「ホテルパーク」に、20組合49人集まって第７回総会を開催した。また、当日は午前中に、アルミ労協→アルミ関連労協と続いてきた業種共闘組織が長い歴史に終止符を打ち解散した。これによって一部労組を除く中立組合がＪＡＭに加盟をして、同業労組が集まる業種別部会活動に参加する可能性が一段と高まった。総会では、そうしたことを想定して、活動方針や活動計画が組まれており、昨年の部会再起動が良い助走期間となっており、一部総会参加者の意見も部会の特性と多業種部会であることに配慮し、役員の顔が見え、組合員の目線で部会活動を行ってほしい等の発言があり意見を含め確認された。
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総会では、昨年来の景気低迷によって企業体力は著しく低下しているが、政権交代により政策実現力が強まっており、みんなで知恵を出し合って、公正で公が出来るグランドづくりが必要であり、民主平な競争党のマニフェストにも書かれている質の高い住宅の建設などを切り口にした政策の研究と部会の基盤強化に向けた方針を確認した。

昨年の再起動総会では、一年任期とした役員も今次総会では他の部会の任期と合わせ２年任期で提案し、新部会長に、三協立山アルミ労組の木澤中央副執行委員長、事務局長に、不二サ
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ッシユニオンの栫事務局長をそれぞれ選出した。
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総会に来賓として出席した宮本副書記長（写真右→）は、ＪＡＭの業種別組合の一つである建材アルミ部会が、2004年の2月以降部会活動をアルミ関連労協と一つにして、産業政策要求基盤の強化と産別活動への理解が進展することに努力してきたがようやく報われる方向が見えてきたことに安堵していると同時に、政権交代によって政策実現力が高まっており本日の総会を契機に、部会の総力を挙げて業界が元気になる政策要望を出していこうと激励の挨拶を行った。

＊本ニュースは、ＦＡＸの一斉同報で発信しました。今後、単組との連携をより緻密にするために、構成組織のＥメールアドレスの登録をお願いします。ついては、以下、私、清水のＥメールアドレスにテスト送信でアクセスしてください。 nobuyuki.shimizu@jam-union.jp
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新役員を代表して挨拶する木澤新部会長 写真中央↑
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